
近世史 政治編 

【 1 】次の会話文の（１）～（４）に適する語を埋め、あとの問いに答えなさい。 

会話文 

太郎 絶景だね！！信長になった気分だ！ 

花子 岐阜城の天守閣からの風景よ。この城を拠点としたと

きの状況から、 Ｘ と織田信長が思ったことが想像

される写真でしょ。まさに、 Ｙ って感じだった

わ。この城に移った次の年に、（ １ ）を将軍に立

てて京都に入るのよ。 

太郎 さらに、a 堺を直轄地にできたことも、信長にとって

大きな成功だと僕は考えているよ。そのおかげで、長

篠合戦で勝つことができたと思うよ。 

花子 確かに、そう考えることができるわね。鉄砲が（ ２ ）に伝来

してから４０年かからずに実戦で活用できた理由の１つにもなり

そうね。 

太郎 しかし、信長は戦国大名より、宗教勢力との戦いに苦心した感じ

もするよね。 

花子 伊勢長島や越前の（ ３ ）は、苦戦をしながらもなんとか平定するわよね。でも、この戦

いや延暦寺との争いで見せた残虐性だけは、私は好きになれないな。 

太郎 でも、この前のグループ学習では b 延暦寺の焼き討ちに肯定派の方が多かったよね。 

花子 それは、みんなが信長のことを評価しているからじゃないかしら。 

太郎 そんなことないよ。信長・秀吉・家康の中で、一番 c 評価されていたのは家康だったじゃ

ん。延暦寺焼き打ちに賛成が多いのは、ちゃんと理由があってのことだよ。 

花子 確かにね。でも、私はこの冷酷さが、のちに（ ４ ）による謀反を引き起こすことになる

と思っているの。 

太郎 真相は、どうだったんだろうね？ 

資料 

◆鉄砲玉はどこから来たか 

鉄砲玉は火縄銃を痛めないため、また、溶ける温度が低くに玉が作りやすいため、鉛で作られてい

ます。しかし戦国時代、鉛は大変貴重なものでした。鉛をどのように入手するか、天下を臨む大名に

とっては重要な問題でした。それほど貴重な鉛を戦国大名はどのように入手していたのでしょうか。

織田信長は設楽原（注）の決戦で数万個から 10 万個を超える鉛玉を用意したと考えられています。 

 この謎を解く鍵が鉄砲玉自身に隠されています。設楽原をまもる会と別府大学の共同研究で、長篠

城や設楽原から出土した鉄砲玉について科学的な分析を行いました。鉛はその産地によって科学的な

組成が異なります。その組成を分析し、統計を取っていくと、どこで産出したかが分かるのです。分

析の結果、国内で産出したものもありましたが、中国や朝鮮、遠くは d 東南アジアのタイの鉱山で産

出したものが含まれているということが分かりました。              

 愛知県新城市『広報しんしろ』平成 24 年 1 月号より作成 

（注）長篠合戦で織田・徳川連合軍が武田軍と戦った決戦の地 

  

肯定派 
（81.2％） 
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問１  Ｘ ・ Ｙ に入る語句の組合せとして正しいものの組合せを選び、記号で答えなさい。 

   a 手に入れた全国の支配権を、戦いによって守っていこう 

   b 戦いに勝つことによって、全国の支配権を手に入れよう 

   c 山城 

   d 平城 

 

      ア  Ｘ― a Ｙ― c      イ  Ｘ― a  Ｙ― d 

      ウ  Ｘ― b Ｙ― c      エ  Ｘ― b  Ｙ― d 

 

問２ 下線部 aについて、太郎は資料を参考にこのような考えを持った。なぜ、太郎はこのような考

えを持ったか、資料から読み取れることを踏まえ、正しいものの組合せを選び、記号で答えな

さい。 

 

   a 火縄銃の輸入港である堺を手に入れれば、朝鮮半島から鉄砲を輸入することができるから。 

   b 火縄銃の生産地である堺を手に入れれば、鉄砲を簡単に手に入れることができるから。 

   c 貿易港として栄えた堺を手に入れれば、鉄砲玉の原材料を手に入れることができるから。 

   d 鉱山都市として栄えた堺を手に入れれば、鉄砲玉の原材料を手に入れることができるから。 

 

     ア  Ｘ― a Ｙ― c      イ  Ｘ― a  Ｙ― d 

     ウ  Ｘ― b Ｙ― c      エ  Ｘ― b  Ｙ― d 

 

問３ 下線部 bについて、このように考えた理由に当時の延暦寺が持っていた性格をあげる人が多か

った。延暦寺の性格の説明文の正誤の組合せを選び、記号で答えなさい。 

    Ｘ 最澄の時代から専修念仏の考えを持ち、これに反する他宗を激しく攻撃した。 

Ｙ 奈良興福寺の南都に対して北嶺と呼ばれ、多くの僧兵を抱えていた。 

      

 ア Ｘ＝正 Ｙ＝正       イ Ｘ＝正 Ｙ＝誤    

ウ Ｘ＝誤 Ｙ＝正       エ Ｘ＝誤 Ｙ＝誤 

 

問４ 下線部 cについて、徳川家康を高く評価する理由として、次のような意見があった。この意見

についての説明として正しいものを選び、記号で答えなさい。 

 

   「源頼朝や豊臣秀吉の失敗を学んで、徳川家の権力を長く繁栄させようとしたから。」 

 

    ア 禁中並公家諸法度によって、朝廷の権威を借りて政治を行った。 

イ 息子の徳川秀忠に将軍職を譲り、自らは大御所として政治を行った。 

ウ 徳川氏一族の大名を譜代大名として、大きな権力と土地を与えた。 

エ 将軍家を継ぐことができる御三家を近江・美濃・尾張に置いた。 
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問５ 下線部 dについて、東南アジアとの貿易を示す朱印状である。このことについて説明した文章

Ｘ・Ｙの組合せとして適切なものを選び、記号で答えなさい。     

    

 Ｘ 朱印状は、有力大名や京都や堺の豪商に対して将軍から与えられた。 

Ｙ 幕府は貿易に否定的であっため、朱印状の発行によって制限をした。 

      

 ア Ｘ＝正 Ｙ＝正       イ Ｘ＝正 Ｙ＝誤    

ウ Ｘ＝誤 Ｙ＝正       エ Ｘ＝誤 Ｙ＝誤 

 

 

 

 

 

 

解答 （１）～（４）は１点、問２は３点、それ以外は各２点、計１５点 

（１）足利義昭  （２）種子島  （３）一向一揆  （４）明智光秀 

 問１  ウ   問２  ウ   問３  ウ   問４ イ   問５ イ 

 

 


